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１．エネルギー使用量、省エネルギー取組について 

福井鋲螺グループの 2011 年度のエネルギー使用量目標と、2010 年度のエネルギー使用実績につ

いてご報告いたします。 

 

(1)２０１１年度環境目標 

項目 使用量 

エネルギー使用量 4,145kl 以下（原油換算値） 

CO2 排出量 9,241t-CO2（原油換算値） 

 

(2)エネルギー使用実績 

2007 年度実績を 100 とした場合、2010 年度実績は累計で 1％減（電力：7％増、ガス：56％

増、灯油：20％減、重油：43％減）となり、ほぼ同値の推移となりました。2010 年度は記録

的な猛暑となり、エアコン使用による電力・ガス使用量の増加に繋がりました。 

※2007 年度を基準（100）とした場合の指数推移 
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 (3)取組事項 

①エアー付帯設備の改善 

 製造機械で出来上がった製品を、エアー式吸引器を用いてケースまで搬送します。 

吸引器の見直しを行い、大幅にエアー消費流量を削減することが出来ました。 

 

・取付台数：30 台 

・削減流量/台：56L/min 

・削減率：45％減 

 

 

 

 

 

 

 

エアー式吸引器 



 

②環境分科会での取組 

環境分科会にて省エネルギーに関する取組を推進していきました。 

2010 年度より法令改正に伴い、特定事業者に指定されましたので「エネルギー管理統括者」

「エネルギー管理企画推進者」を選任しました。2011 年度よりエネルギー分科会を新たに設

け、省エネルギー活動に特化した取組を推進していきます。 

【2010 年度取組内容（抜粋）】 

主な 

取組事項 

コンプレッサー（インバーター）導入による台数制御 

コンプレッサーの休日停止 

エアー使用付帯設備の改善（エアー使用量削減） 

エアコンの温調制御化 

機械・事務機器等の待機電力削減 

省エネ型照明への切り替え 

 

③省エネ管理体制（NL 工場） 

エアコン使用量の見える化 

NL 工場では高効率エアコン導入に伴い 

エアコンを自動制御できるシステムを 
導入しました。メリットとして、デマ 
ンドと連動した温度調整や ON／OFF 
の制御が可能となり、省エネに繋がり 
ます。 

２．金属廃棄、産業廃棄物廃棄量、リサイクルに関する取組について 

福井鋲螺グループの金属廃棄、産業廃棄物廃棄量についてご報告いたします。 

(1)金属廃棄量集計結果（2007～2010 年度） 

【集計期間】2007～2010 年度 1～12 月度累計 

【適用部門】福井鋲螺国内生産工場 

【金属購入量】製品の母材のみ 

【金属廃棄量】製品の廃棄のみ 
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2007 年度実績を 100％で見た場合、2010 年度は、金属購入量（2007 年度比：17％減）、 

金属廃棄量（2007 年度比：5％増）、金属廃棄率（2007 年度比：26％増）となりました。 



 

(2)産業廃棄物（特別管理産業廃棄物含）集計結果（2007～2010 年） 

【集計期間】2007～2010 年度 1～12 月度累計 

【適用部門】福井鋲螺国内生産工場 

※2007 年度を基準（100）とした場合の指数推移 
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2007 年度実績を 100 とした場合、2010 年度は、産業廃棄物（2007 年度比：2％減）、 

特別管理産業廃棄物（2007 年度比：23％減）、合計（2007 年度比：14％減）となりました。 

  

（3）リサイクルに関する取組（細呂木事業所） 

 2008 年 10 月度から産業廃棄物として焼却処分されていた梱包資材のビニールやプラスチック類 

を回収し、リサイクル材として活用する活動を行なっています。売上高に比例して廃棄物は増え 

る傾向にあり 2010 年 5 月度からは生産部門とも協力し回収効率を上げて改善活動しております。 

産業廃棄物としての処理費用より、リサイクル材として引き取って頂く事で費用面の効果も出て 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

プラスチック回収（2 週間分） 

処理業者様を通じてリサイクル 

※2008 年度を基準（100）とした場合の指数推移 

プラスチックのリサイクル実績
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３．ＩＳＯ14001 の外部、内部監査の実施状況について 

ＩＳＯ外部審査受審、内部監査実施状況と、環境教育に関してご報告いたします。 

■ＩＳＯ14001／1996 取得日：1999 年 10 月 7 日 

■ＩＳＯ14001／2004 取得日：2005 年 9 月 21 日 

 

(1)ＩＳＯ14001 の外部監査 

2010 年 8 月 5、6 日の 2 日間で外部審査機関の審査を受審いたしました。 

  経営者・管理責任者の審査風景 

(2)ＩＳＯ14001 の内部監査 

2010 年度は、社員の環境活動の理解向上を狙いとして品質との複合監査ではなく、環境分野

に特化した内部監査を年間計画に基づいて実施しました。 
2011 年度も引き続き環境分野に特化した内部監査を継続していく予定です。 
（2010 年度実績 環境に特化した内部監査 11 部門、複合監査 3 部門） 
 

(3)環境教育について 

【環境教育フロー】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【環境教育内容】 

環境教育では、まず新卒・中途社員研修プログラムの中で環境についての基礎教育を行って

います。一般社員への環境教育としては、ＩＳＯ14001 の要求事項、各工場・部門に関係する

環境法規制の内容・遵守事項の徹底、当社グリーンガイドラインで制定している環境負荷物

教育項目 教育名 

新卒・中途社員教育 

環境分科会教育 

臨時教育 

緊急事態対応訓練 

ISO14001 の基礎 

環境負荷物質の基礎 

環境問題 

ISO14001 の詳細 

環境法規制の詳細 

環境負荷物質管理 

省エネルギー管理 



《細呂木、機械製造工場》      《品質保証部》 
【会社周辺活動】 

   

《加賀工場》 

4 月、9 月に工場付近の清掃を実施しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   4 月実施分がゴミ袋 9 個、 

                    9 月実施分がゴミ袋 8 個回収しました。 

 

 
 
 
 
 
 
《細呂木工場》             《NL 工場》 

5 月に工場前の市道 523 号線坂道の     6、9 月に工場付近の清掃をしました。 

落葉や枝の清掃をしました。 

                      
 

 

 

 

 

《能登工場》 

8 月に工場付近の清掃をしました。 

 

《永井工場（H709）》 

5 月に工場付近の清掃をしました。 

 
 
 
                                                    

 



【2010 年度社内環境教育内容】 

教育実施日 2010 年 5 月 8 日 

対象部門 大聖寺サイト（北陸営業所、国際ディビジョン） 

教育項目 臨時教育 

教育内容 環境負荷物質研修 

対象人員 サイト全従業員 

 
教育実施日 2010 年 10 月 23 日 

対象部門 細呂木工場 業務課 洗浄熱処理係 

教育項目 定期教育 

教育内容 洗浄に関する勉強会 

対象人員 洗浄係 

 
教育実施日 2010 年 12 月 16 日 

対象部門 加賀工場 

教育項目 臨時教育 

教育内容 RoHS･ELV･WEEE 指令について 他 

対象人員 品質管理担当、加工担当、検査担当者等 40 名 

   

《大聖寺サイト》            《細呂木工場 業務課－洗浄熱処理係》 

 
【緊急事態対応訓練実施状況】 

2010 年度は社内各工場、各部門で合計 9 回の緊急事態対応訓練を実施しています。 

実施部門 実施日 

和幸理研 2 月 12 日 

能登工場 4 月 16 日 

加賀工場 4 月 28 日、9 月 30 日 

青ノ木 6 月 11 日 

品質保証部 7 月 2 日 

細呂木工場、機械製造工場 7 月 7 日 

H709 ユニット 7 月 29 日 

金型工場 9 月 1 日 

 
 
 

 
 
 

 
   
 

《細呂木、機械製造工場》      《品質保証部》 
 



(1)



(2)





 

当該報告書活動対象期間 

2010 年度（2009 年 12 月 21 日～2010 年 12 月 20 日）の活動を中心に、一部に過去の経緯や発

行時期までに行った活動、将来の見通し・予定などについて記載しています。 

 

お問い合わせ先 

福井鋲螺株式会社 

品質保証部 環境管理係 

TEL：0776-75-2305 

FAX：0776-75-2314 

〒919-0898 福井県あわら市指中 59-115 

 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されています。 

 

 




